



































































































































































































































































































なし 知的障害 肢体不自由 病弱 聴覚障害 視覚障害
必修 国10・私8 国30・私1 国30・私0 国30・私0 国6・私0 国4・私0
選択 国28・私2 国11・私5 国10・私5 国9・私5 国7・私0 国4・私0
　○特別支援教育の専門課程・専攻等以外で出している障害領域
　　　　　　　　 表３　特別支援教育の専門課程・専攻等以外で出している障害領域
なし 知的障害 肢体不自由 病弱 聴覚障害 視覚障害
必修 国0・私0 国0・私0 国0・私0 国0・私0 国0・私0 国0・私0





































































　　　　　　   表４　回答者担当部署　　　　　　　  　　　 　 表５　回答者専門領域
担当部署 大学数 専門領域 大学数
学部カリキュラム担当 ３ 公衆衛生学（保健学） １







































学生数 ０名 ～20名 ～40名 ～60名 ～80名
大学数 １ １ ４ ２ ２
　⑤過去の特別支援学校教諭免許状を取得した卒業生数
表10　過去の特別支援学校教諭免許状を取得した卒業生数
学生数 ０名 ～20名 ～40名 ～60名 ～80名 ～100名 ～1000名 無回答
大学数 ３ ０ ０ ２ １ ０ ２ １
　⑥介護等体験の実施学年（複数回答）
表11　介護等体験の実施学年
実施学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生






実施学年 ３年生前期 ３年生後期 ４年生前期 ４年生後期
大学数 ４ ５ １ ０
　⑧小学校教員養成課程での特別支援学校教育実習実施学年（複数回答）
表13　小学校教員養成課程：特別支援学校教育実習実施学年
実施学年 ３年生前期 ３年生後期 ４年生前期 ４年生後期 その他 無回答





実施学年 ３年生前期 ３年生後期 ４年生前期 ４年生後期 無回答





実施学年 ３年生前期 ３年生後期 ４年生前期 ４年生後期 無回答




































障害のある学生の受け入れ 有 条件付 無




大学／障害種 視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 内部障害 発達障害





δ大学 ２名 ３名 ２名
ε大学 １名

































対応者 担任 特別支援教育 心理学 学部専攻担当 臨床センター その他






必要な事項／重要度 ５ ４ ３ ２ １
①インクルーシブの理念 ８ １
②多様な障害種の知識と理解 ５ ４
③具体的な教科指導の方法・技能 ４ ３ ３
④個別の指導計画の立て方 ４ １ ４
⑤個別の教育支援計画の立て方 ５ ４
⑥児童生徒の実態把握の技能 ７ １ １
⑦発達心理学的な知識 ３ ３ ３
⑧医学的な知識 ２ ３ ４
⑨福祉的な知識 ２ ３ ４
⑩保護者理解や相談の知識や技能 ５ ３ １
⑪他機関との連携や活用の仕方 ３ ２ ４
⑫TTの効果的な運用の仕方 ３ ３ ２ １
⑬多様な子どもを含む学級経営の仕方 ４ ２ ２ １
⑭校内支援体制の充実・強化 ３ ２ ３ １
　②障害の重い子が通常の学級に在籍する際に必要な支援項目上位３項目
　　　　 表22　必要な支援項目第１位　　　　  　　　　　 表23　必要な支援項目第２位
第１位の項目 大学数 第２位の項目 大学数
多様な障害種の知識と理解 ３校 多様な障害種の知識と理解 ４校
具体的な教科指導の方法・技能 ３校 医学的な知識 ３校

























































































































































































































































必要な事項 ５ ４ ３ ２ １
①インクルーシブの理念
②多様な障害種の知識と理解
③具体的な教科指導の方法・技能
④個別の指導計画の立て方
⑤個別の教育支援計画の立て方
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⑥児童生徒の実態把握の技能
⑦発達心理学的な知識
⑧医学的な知識
⑨福祉的な知識
⑩保護者理解や相談の知識や技能
⑪他機関との連携や活用の仕方
⑫TTの効果的な運用の仕方
⑬多様な子どもを含む学級経営の仕方
⑭校内支援体制の充実・強化
項目15．インクルーシブ教育が実施され、障害の重い子どもが通常の学級に在籍し、学ぶ
ことになった場合に必要と思われる支援として、下記選択肢から上位３つの番号を選んで
ください。
　　第一位（　　）第二位（　　）第三位（　　）
　（選択肢）
　①看護士の配置　　　　②教員の研修　　　　　③専門的知識を有する教員の配置
　④特別支援学級や通級指導教室との併用　　　　⑤特別支援学校教員の巡回相談
　⑥専門機関との連携　　⑦保護者の付き添い　　⑧複数担任制
　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
項目16．今後、教員養成大学の教育課程においてもインクルーシブ教育を念頭におき、特
別支援教育に関する科目の必修化、介護等体験実習の充実（障害児との臨床経験）が必要
ではないかと考えております。今後の教員養成について是非導入すべき科目や学習内容に
ついて、御意見をお聞かせください。
 ご協力ありがとうございました。
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